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IPv4アドレスの枯渇
◦ 短期的解決策

NATの使用

◦ 長期的解決策

IPv6の導入

ルーティングスケールの問題
◦ ルーティングテーブルサイズの増大
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、インターネットが抱えている問題についてですが、１つはIPアドレスの枯渇です。IPｖ４アドレスを使用していますが、近い将来アドレスが不足してしまうという問題があります。この問題の短期的な解決策として、NATの使用がありますがNAT越え問題があります。長期的解決策としてIPｖ6がありますが、これも導入が容易ではないため、ゆっくりとしか広まっていません。このIPv4、IPｖ6にいえるもうひとつの問題がルーティングスケール問題です。ネットワークの拡大により、ルーティングテーブルのサイズの増加が挙げられます。



普遍的でスケーラブルなネットワークアーキテクチャ
を提案
◦ 異なったネットワークを相互接続することができる

◦ すべてのネットワークは適したアドレス空間、コントロールプ
ロトコルを自由に選ぶことができる

ルーティングテーブルサイズの増加を抑える
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Universal Scalable Network Architectureの概要
◦ 中核インターネットからエンドサイトを分離

◦ エンドサイトの端末にはNA（Native Address）、中核イン
ターネットの端末はCA（core address）が割り当てられる

◦ 端末は識別子として名前のみを持つ

永続的な識別子を持つ

識別子の名前にはフラットなネームスペースを使用する

◦ Edge Router（ER）により端末間通信を行うことができる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ルーティングテーブルサイズの問題に関する提案としてUSAを提案しているUSAはエンドサイトをコアインターネットから分離しますエンドサイトの端末にはネイティブアドレスというものを、中核インターネットにはコアアドレスを割り当てます端末には名前しか持っていませんこの名前は永続的な識別子として



NAの割り当て
◦ 一つのエンドサイトの端末、
ルータにはすべてのNAが
割り当てられる

◦ ルータのNAは管理者に
よって割り当てられる

Native registration
Global registration

・EH(end host)
・ES(end site)
・ER(edge router)
・LSR(Location Resolution Server)
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アクセスアドレスの取得
◦ NAを取得する前にアクセ

スポイントからアクセスア
ドレスを取得する

◦ アクセスアドレスでは端末
間通信は行えない
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名前の登録
◦ エンド端末はNAを取得す
るために、LRSへ名前を登
録する

◦ LRSがメッセージを受信す
ると名前の有効性を確認

◦ 名前が有効ならばアクセス
ポイントのNAに基づき、
NAを割り振る
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グローバルな登録
◦ CAを持っている範囲であ

るならば、グローバルな登
録を行う

◦ LSRはDHTエージェントに
情報を知らせる

DHT:Distributed Hash Table
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DHT：分散ハッシュテーブル
◦ コンピュータのネットワーク上に構築される

◦ アドレスとコンテンツに関するデータを、複数のピアで分割管
理する

◦ 分散して管理するためネットワークの負荷を軽減することが
できる
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name CA
EHb 4.3.2.1
… …

name CA
EHa 1.2.3.4
… …

name NA
EHa 10.2.2.2

name NA
EHb 44ff:1234:70AB

4.3.2.1

44ff:1234:70AB

1.2.3.4

10.1.1.1 33ff:0678:07ED

10.2.2.2

GMT GMT

NMT

NMT ERER

NMT:native mapping table
GMT:global mapping table
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NAを取得する

デフォルトゲートウェイ
としてERにパケットを
送信

目的地の端末が同じ
サイト内ならば、宛先
NAでカプセル化し目
的地へ送信

その後の通信はERを
中継しない

name NA
EHb 10.2.2.2
… …

NMT
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名前に関する情報が
NMTになければGMT
を参照

存在すればERは
キャッシュに入れ、CA
でカプセル化し目的地
ERへ転送

NAでカプセル化して
端末へ届けられる

name CA
EHb 10.2.2.2
… …

GMT
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ERの中のキャッシュ
◦ よく接続する宛先に関して、ERの中にキャッシュしておくこと
で効率的に通信をすることができる

◦ 定期的に調整するか、ICMPのようなメッセージによって消す
ことができる柔軟な状態
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シミュレーション結果
◦ 端末間通信の時間を測定

ERのキャッシュにより時間を短くすることができる

◦ ルーティングテーブルサイズの測定

従来のインターネットのテーブルサイズよりも時間と共に増加す
るテーブルサイズを抑えることができる
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